
昭
和
十
一
年
高
知
縣
香

美
郡
城
山
高
等
小
學
校
内

香
美
郡
第
二
區
職
員
會 

發
行
の
本
を
参
考
に
し
て
い

ま
す

香
南
讀
本
の
目
次
は
次
の
通
り
で
す

こ
の
中
か
ら

九

山
北
蜜

柑

一
三

産
業
組
合

を
話
題
に
し
ま
す

 



●
山
北
蜜
柑 

 
 

こ
の
項
に
次
の
記
載
が
あ
る

 

 

僕
の
内
も
父
と
姉
に
二
人
の
手
傳
人
も
交
じ

て
、
朝
早
く
か
ら
蜜
柑
山

へ
出
か
け
た
。
僕
と
お
爺
さ
ん
と
が
お
留
守
居
だ
。
も
う
八
十
の
坂
を
越
し

た
お
爺
さ
ん
は
、
日
當
り
の
よ
い
縁
側
に
腰
を
か
け
て
、
何
時
も
の
居
眠
を

始
め
た
。・
・
・ 

 

お
爺
さ
ん
が
杖
に
す
が

て
ひ
よ
た
ひ
よ
た
と
近
寄
つ
て
來
て
、
先
程
か

ら
僕
等
の
す
る
の
を
じ
つ
と
見
て
居
た
が
、
や
が
て
靜
か
に
口
を
開
い
て
、

ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と
話
し
出
し
た
。 

「
今
日
は
昨
日
よ
り
も
多
い
な
。
今
で
こ
そ
こ
ん
な
に
澤
山
蜜
柑
が
出
來
だ

し
た
が
、
わ
し
等
が
子
供
の
頃
に
は
ま
だ
誰
も
作
る
者
は
な
か
つ
た
。
何
で



も
此
村
で
一
番
は
じ
め
に
蜜
柑
に
手
を
つ
け
た
は
、
貞
岡
直
八
さ
ん
ぢ
や
と

思
つ
て
ゐ
る
。
直
八
さ
ん
が
天
保
の
頃
縣
外
旅
行
の
歸
り
が
け
に
紀
州
に
よ

つ
て
蜜
柑
苗
を
も
ら
つ
て
來
て
そ
れ
を
山
崎
善
兵
衛
さ
ん
が
、
村
上
さ
ん
の

邸
の
蜜
柑
に
接
い
だ
と
こ
ろ
が
、
大
變
よ
く
出
來
た
と
い
ふ
の
で
、
は
じ
め

て
此
の
村
に
、
蜜
柑
が
よ
い
事
が
わ
か
つ
た
ら
し
い
。
し
か
し
だ
れ
も
ま
だ

畠
な
ど
へ
、
植
え
る
者
は
な
か
つ
た
が
、
桑
名
國
次
さ
ん
が
、
あ
の
家
の
前

の
畠
に
植
え
た
の
が
は
じ
ま
り
で
、
そ
れ
か
ら
だ
ん
だ
ん
植
え
だ
し
て
、
今

日
の
樣
に
な

た
ぢ
や
。」 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

お
爺
さ
ん
八
十
歳
で

こ
の
本
が
作
ら
れ
た
の
は
昭
和
十
年
頃
で
す
の
で

お
爺
さ
ん
は
安
政
二
年
頃
に
生
ま
れ
と
な
り

安
岡
の
家
の
正
風

覺
之
助



の
次
男

と
同
年
齢
で
す

山
北
に
蜜
柑
を
温
州
か
ら
持
ち
込
ん
だ

貞
岡

直
八
と
安
岡
の
家
の
関
連
を
紹
介
し
ま
す

直
八
の
名
は
安
岡
の
文
書
に

色
々
の
箇
所
に
出
て
来
ま
す

文
助
と
碁
仲
間
だ

た
よ
う
で

文
助
日
記

に

貞
岡
直
八
来
棊
ヲ
打

が
多
く
あ
り

直
八
の
女

娘

の
嫁
ぎ
先
な

ど
も
書
い
て
い
ま
す
の
で
親
し
か

た
よ
う
で
す

直
八
が
文
助
と
同
じ
齢

と
す
る
と

安
政
生
れ
の
お
爺
さ
ん
は
縣
外
に
行

た
話
を
直
八
か
ら
直
接

聞
い
た
の
で
し

う

文
助
日
記
に
直
八
の
家
を
役
人
が
宿
泊
し
た
こ
と
が

書
か
れ
て
い
ま
す
の
で

郷
士
レ
ベ
ル
の
家
だ

た
よ
う
で
す

 

  

●
産
業
組
合 

 

こ
の
項
に
次
の
記
載
が
あ
る

 



 
組
合
に
は
、
石
鹸
だ
と
か
、
帳
、
肥
料
、
お
菓
子
・
・
種
々
な
日
用
品
が

澤
山
あ

て
、
ま
る
で
雑
貨
店
の
樣
で
す
。・
・
今
で
は
、
こ
の
あ
た
り
に
、

組
合
の
な
い
村
は
な
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
さ
う
し
て
、
こ
ん
な
大
き
な

建
物
も
仲
間
で
た
て
る
し
、
澤
山
の
牛
を
朝
鮮
ま
で
行
つ
て
買
つ
て
來
る

し
、・
・
丁
度
、
其
の
時
、
隣
の
お
ぢ
さ
ん
が
、
事
務
所
に
お
金
を
預
け
に
來

て
歸
り
ま
し
た
。 

 

購
買

金
融
な
ど
の
機
能
を
持
つ
産
業
組
合
は

現
在
の
Ｊ
Ａ
に
当
た
る

の
で
し

う

産
業
組
合
の
全
国
組
織
は
あ
り

秀
彦
は
時
々
總
會
で
出
掛

け
て
い
ま
し
た

お
爺
さ
ん
の
話
に
出
て
来
る
大
き
な
建
物
な
ど
の
写
真
を

紹
介
し
ま
す

 



●
牛
購
入
の
様
子 

安
岡
秀
彦
の
日
記
か
ら

＊ 

 背後の蔵は昭和５

年に建てられた産業

組合の農業倉庫と思

われる。蔵の前の菱形

は大凧で 

右：山北、左：共存 

と書かれている。 
箱に「山北みかん」の文字 



 
次
に
牛
購
入
時
の
様
子
を
秀
彦
日
記
か
ら
紹
介

し
ま
す

土
佐
赤
牛
の
源
流
か

 

昭
和
九
年
十
一
月
十
一
日 

日
曜 

天
氣 

晴 
 

朝
準
備
ヲ
整
ヘ
午
前
八
時
過
一
先
ヅ
組
合
ヘ
行
ク
一
行
ヲ
待
チ
合
ハ
ス
約

束
ナ
レ
バ
ナ
リ 

途
中
山
本
君
ニ
會
フ
組
合
ニ
テ
又
門
出
ヲ
シ
テ
呉
レ
ル

微
酔
ニ
テ
午
前
九
時
四
十
分
頃
愈
自
動
車
ニ
乗
ル
一
行
ハ
常
石
盛
正 

市
村

寛
吉 

山
崎
隆
治
ノ
諸
氏
ト
自
分
ナ
リ
我
家
ノ
門
前
ニ
テ
降
リ
テ
荷
物
ヲ
積

ミ
込
ム
佐
喜
等
モ
道
路
迄
来
テ
呉
レ
ル
冨
家
ニ
テ
服
部
組
合
⾧
同
乗
野
市

ニ
テ
汽
車
ニ
乗
ル
野
市
ヨ
リ
岡
村
氏
同
ジ
ク
一
行
ニ
加
ハ
ル
後
免
驛
ニ
テ

釜
山
行
キ
切
符
ヲ
買
フ
沿
道
大(*

歩)

危
小(*

歩)
危
ノ
秋
景
色
非
常
ニ
値



ナ
リ
高
松
ヨ
リ
宇
野
ニ
渡
リ
汽
車
ニ
テ
下
関
ニ
向
フ
。
名
酒
「
久
美
愛
＊
組

合
？
＊
」
ヲ
池
田
ニ
テ
ア
ケ
高
松
ニ
テ
「
樂
心
」
ヲ
其
ノ
空
瓶
ニ
詰
メ
タ 

十
一
月
十
二
日 

月
曜 

天
氣 

晴
后
曇 

朝
七
時
過
下
関
着
朝
飯
ヲ
食
フ
午
前
十
時
三
十
分
関
釜
連
絡
船
慶
福
丸
・・・ 

＊
＊
＊
牛
購
入
し
高
知
に
送
ら
れ
る
＊
＊
＊ 

十
二
月
十
日 

月
曜 

天
氣 
晴 

朝
七
時
頃
隆
彦
家
ヲ
出
デ
桟
橋
ヘ
向
フ
午
前
八
時
着
ノ
室
戸
丸
ニ
テ
鮮
牛

着
四
十
三
頭
皆
無
事
山
北
カ
ラ
赤
手
拭
デ
牛
ヲ
索
キ
ニ
来
テ
居
ル
冨
家
カ

ラ
モ
来
テ
居
ル
自
分
ハ
一
寸
別
役
伯
母
上
見
舞
ニ
行
キ
其
レ
カ
ラ
一
向
ニ

途
中
ニ
テ
追
ヒ
着
ク
為
・
・
介
良
通
出
デ
漸
ク
一
緒
ニ
ナ
ル
午
後
三
時
四
十

分
頃
山
北
着
組
合
ヘ
迄
一
寸
行
ク
夕
食
後
又
組
合
ヘ
一
寸
行
ク
内
カ
ラ
モ



安
岡
栄
次
ヲ
雇
ヒ
牛
ヲ
引
キ
ニ
ヤ
リ
一
先
ヅ
内
ノ
牛
屋
ヘ
繋
グ
・
・
・ 

・
・
・ 

十
二
月
十
二
日 

水
曜 

天
氣 

晴
后
曇 

朝
六
時
我
家
出
発
鮮
牛
浦
戸
着
ニ
付
連
レ
ニ
又
行
ク
無
事
二
十
二
頭
受
取

リ
午
后
四
時
前
帰
組
ス
組
合
ノ
仕
事
ヤ
牛
ノ
事
務
ニ
テ
夜
業
ス
牛
ノ
委
員

等
ト
小
宴
山
崎
小
使
我
家
迄
来
ル 

＊
＊
昭
和
九
年 

計
六
十
五
頭
の
牛
が
山
北
に
飼
わ
れ
て
い
た
＊
＊ 

十
二
月
十
三
日 

木
曜 

天
氣 

曇
小
雨
曇 

組
合
ヘ
出
勤
ス
組
合
デ
今
日
ハ
牛
申
込
者
ニ
配
給
ス
ル
為
朝
カ
ラ
繁
忙 

午
後
四
時
頃
漸
ク
分
配
ヲ
終
リ
小
宴
非
常
ニ
組
合
ニ
好
感
ヲ
與
ヘ
タ
・
・ 

 



 
 

  組合の自転車競走か 

 

   左手の建物が組合の事務所か。台風で山北川の

氾濫で事務所が浸水した記録があるので、現在の蜜柑

選果場付近か。 組合  尋常小学校 

  

   



  

  信用組合の事務所の前で  

 信用組合は金融部門で、昭和５年頃に設立さ

れている。上写真で信用組合の看板があり、ド

アにも白字で書かれている。自転車の写真の背

後の建物と同じか。 

  


